規範意識は経年により変容するのか : 量的側面及び質的側面からの検討 by 藤澤 文 & Aya Fujisawa






































































































































































































































































































































































2003 2009 2011 F値 多重比較
M SD M SD M SD 有意差 （Bonferroni）
盗み 5.1 1.2 5.1 1.3 5.2 1.1 0.13
ゴミ 4.8 1.2 4.9 1.3 4.8 1.1 0.12
静か 4.3 1.4 4.2 1.4 4.2 1.3 0.17
悪口 3.3 1.5 3.8 1.5 3.6 1.4 4.86** 2003<2009
嘘 3.1 1.3 3.1 1.4 3.1 1.4 0.13
メーク 2.8 1.4 3.3 1.6 3.1 1.5 3.85* 2003<2009
飲酒 3.0 1.5 3.1 1.6 3.5 1.6 3.51* 2003<2011

































n 残差 n 残差 n 残差
盗み 2003 116 9 13 13
2009 102 19 8 8
2011 99 8 6 6
ゴミ 2003 73 -0.03 53 -0.54 12 1.11
2009 30 -8.31** 90 8.41** 9 0.1
2011 100 8.58** 11 -8.08** 5 -1.27
静か 2003 21 -3.89** 106 4.55** 11 -1.53
2009 15 -4.82** 95 3.41** 19 1.53
2011 67 9.05** 35 -8.27** 13 0.02
悪口 2003 80 1.92 5 -4.53** 53 1.33
2009 67 0.14 37 5.66** 25 -4.34**
2011 49 -2.16* 13 -1.1 52 3.09**
嘘 2003 104 1.56 4 -3.31** 30 0.64
2009 93 0.65 16 1.44 19 -1.79
2011 71 -2.31* 16 1.99* 27 1.18
メーク 2003 3 -2.87** 75 -0.33 60 1.88
2009 11 0.75 78 1.53 39 -1.98
2011 13 2.27* 55 -1.25 41 0.07
飲酒 2003 4 -5.16** 49 -0.86 85 4.6**
2009 11 -2.69** 59 2.21 58 -0.2
2011 44 8.23** 37 -1.38 31 -4.65**
飲食 2003 3 102 33 33
2009 6 93 29 29
2011 8 84 20 20
p<.01**，p<.05*
る規範が上昇するのかについては明らかとされて
はいない。よって，規範認識の質的側面（どのよ
うに規範を認識しているか）により，経年による
規範意識の変容があるのかどうかについて検討す
る余地が残されると考えられた。
そこで，同様の8項目について質的側面から規
範意識の経時効果を検討した。その結果，「メー
ク」，「飲酒」において経年に伴い「個人」と認識
する人が少なかった。「悪口」は2009年に「個人」
と認識する人が少なかった。以上の結果より，規
範意識を質的側面から見ると，各調査項目を個人
の自由で判断していい事柄だと認識する人が経年
に伴い増加しているわけではないことが示唆され
る（2011年の「悪口」を除く）。「ゴミ」，「静か」，
「嘘」，「飲酒」に関して経年に伴い「道徳・個人
道徳」あるいは「慣習・状況的慣習」と認識する
人が多かった。また，「ゴミ」，「静か」，「嘘」，
「メーク」，「飲酒」に関しては調査期間の9年間で
は「道徳・個人道徳」あるいは「慣習・状況的慣
習」と認識される領域が異なっていた。以上2つ
の結果より，規範意識を質的側面からみると，規
範意識は経年により一方的に低下をしているので
はなく質的に変容している可能性のあることが示
唆される。例えば，少し前までは「嘘」は道徳的
な事柄だと認識されていたかもしれないが，振り
込み詐欺などが蔓延し国を挙げて取り締まるよう
になっている現在では，法律違反（慣習）と認識
する人が多いのかもしれない。また，「ゴミ」，
「静か」，「メーク」，「飲酒」はかつて慣習と認識
されていたかもしれないが，経年に伴い道徳と認
識されているのかもしれない。その可能性の一つ
として近年の公共広告の増加が挙げられる。「ゴ
ミ」，「静か」，「メーク」，「飲酒」のいずれも迷惑
行為として公共広告に示されており，その広告量
は年々増えてきている。このことがそれらの行為
を行うことを個人の自由だと判断させないように
働きかけていると解釈することも可能である。高
橋（2003），清永ほか（2004）は規範の種類によっ
ては経年に伴う規範意識の上昇が見られることを
示唆しているが，本研究の結果は，以上を統計的
に，そして規範の認識別にも示したといえよう。
ただし，「悪口」のみ2011年において個人の自由
だと判断する人が多かった（2009年では有意に少
なかった）。以上の結果は，2008年の金融危機以
降，2011年（社会的危機（震災））に向かう程加
速する，政権の変化，超円高，震災，ユーロの不
安定化，雇用の悪化など複合的要因による社会の
閉塞感に対するやり場のない思いが反映されてい
るのかもしれない。
今後の課題
規範意識を量的側面から見たときには経年に伴
い規範意識が低下してはいなかったが，規範意識
を質的側面から見ると，いずれの調査年度におい
てもあらゆる規範において個人の自由であると判
断している人が一定の割合で存在していた。この
結果は，常に規範意識の低い人がいることや規範
意識が低下していく可能性のあることを示唆する
と考えられる。また，本研究は規範意識の経時効
果を検討したといっても9年間という限定的なも
のである。よって，今後も規範意識の経年変化を
検討する必要のあることが課題として挙げられる。
規範意識が高すぎることは個人の自由が制限され
たり，自律が阻まれたりすると考えられる一方，
規範意識が低すぎることも社会生活を行う上で差
し障りがないとはいえない。また，規範を含めた
領域認識が社会的行動にインパクトを持つことか
らも（Arsenio＆Lemerise,2004），規範意識が低
い，あるいは規範意識が低下する傾向にある人に
焦点を当てた教育的取り組みについても検討して
いく必要があるといえる。
脚注
（注1）規範意識とは「ある対象について価値判断を下
す際に，その前提となっている価値を価値として認
める意識（大辞泉）」と定義する。
（注2）本研究では規範意識の経時効果とは，同一項目
に関して過去の複数時点における変化とする。
（注3）過去10年間の間に，規範意識が低下（逸脱を悪
いとしない割合が10％以上低下）した項目が1つで
あるのに対し，規範意識が上昇（逸脱を悪いとする
割合が10％以上上昇）したのは9項目であった。
（注4）例えば，「嘘をついてはいけない」という事柄
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に対し，小学生は無条件に遵守すると反応するであ
ろうが，学年が上がるにつれて例外的な事例に気が
付き（例：がんを告知しないことは嘘をついたこと
になるのかなど），一概に遵守しないと判断すること
がある。このような理由から遵守しないと判断され
る場合は規範意識が低下したとは判断されない。
（注5）Turielは「道徳」，「慣習」，「個人」の3領域の
ほかに複数の領域にまたがる判断を混合領域として
挙げており，本研究では，「個人道徳（道徳と個人の
混在した判断）」および「状況的慣習（慣習と個人の
混在した判断）」を取り上げる。
（注6）社会的危機の生じた年には絆が強まると言われ
ることから，規範意識は低下しにくいと考えられ，
調査対象年度として加えた。
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要旨
近年，青年の規範意識が低下したといわれることが
ある。本研究では青年405名を対象として規範意識の量
的側面，質的側面から三時点（2003年，2009年，2011
年（社会的危機））において経年変化を検討した。その
結果，規範意識は量的側面（6件法）においては経年
規範意識は経年により変容するのか ―量的側面及び質的側面からの検討― 19
に伴い低下をしてはおらず，規範によっては経年に伴
い上昇していることが示された。また，規範意識の質
的側面（理由付け）では経年に伴いおおむねの規範に
ついて個人の自由だと判断する人が増加しているとい
うことはなく，「道徳」あるいは「慣習」と理解してい
る人が多かった。これらの結果について，社会経済状
況を踏まえ考察を行った。
（2013年10月1日受稿）
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